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い ず み 園 便 り 

１０ ０号 

 
 

 

小
誌
が
創
刊
さ
れ
て
、
今
回
が
節
目
の
第
一
〇
〇

号
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

措
置
か
ら
支
援
費
制
度
へ
変
換
間
も
な
い
平
成
十
六
年

に
、
そ
れ
ま
で
の
「
相
談
室
便
り
」
に
替
り
「
あ
り
が
と
う
」

が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

支
援
費
制
度
の
基
本
は
、
利
用
者
の
方
に
選
択
権
と
自

己
決
定
権
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
私
た
ち
施
設
の
側
か

ら
み
る
と
「
選
択
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
業
」
と
い
う
立
場
に
な

り
、
今
ま
で
以
上
に
独
自
の
特
徴
と
個
性
を
発
揮
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
、
と
い
う
当
時
の
松
下
園
長
の
助
言
を

元
に
創
刊
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

「
平
成
」
最
後
の
月
に
一
〇
〇
号
、
新
た
な
元
号
「
令
和
」

の
初
め
に
一
〇
一
号
と
記
念
・
記
憶
に
残
る
号
に
な
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
平
成
三
十
一
年
度
も
恒
例
の
年
度
始
業
式
を
行

い
、
利
用
者
の
方
々
、
お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
に
所
属
証
を
お

渡
し
し
て
、
今
年
度
も
お
互
い
に
健
康
に
留
意
し
、
頑
張
る

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
利
用
者
へ
の
充

実
し
た
支
援
と
同
時
に
職
員
の
労
働
時
間
の
把
握
、
有
給

休
暇
の
取
得
義
務
、
時
間
外
勤
務
の
上
限
規
制
等
を
含
む

「
働
き
方
改
革
」へ
の
対
応
も
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。 

 

現
在
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
関
係
で
、
各
種
会
議
、
研
修
、

委
員
会
等
は
、
送
迎
が
終
了
す
る
５
時
以
降
、
時
間
外
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
一
部
、
時
間
外
に
至

ら
な
い
方
法
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に
、
永
年
、
木
工
作
業
に
従
事
さ
れ
、
県
内
の
施
設

で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
お
ら
れ
た
、
職
業
指
導
員
の
木

下
繁
美
さ
ん
は
、
新
た
な
夢
に
向
か
っ
て
、
定
年
退
職
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

（
井
上） 

 
 

 
 



 

        

 

         

  

     

                       

② 

三
月
三
十
一
日
、
就
職
者
推
戴
式
、
年
度
終
了
式
、
辞
任
式
を

行
い
ま
し
た
。
就
労
移
行
支
援
事
業
を
ご
利
用
の
園
畠
圭
亮
さ
ん

が
就
職
さ
れ
ま
し
た
。
就
職
先
で
も
体
に
気
を
つ
け
て
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。 

永
年
、
職
業
指
導
員
と
し
て
勤
務
し
て
頂
い
た
、
木
下
繁
美
さ

ん
が
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て 

定
年
退
職
を 

 

迎
え
ま
し
た
。 

長
い
間
お

 

疲
れ
様
で

 

し
た
。

 

三
月
二
十
七
日
、
特
攻
碑
公
園
へ
お
花
見
に
出
か
け

ま
し
た
。
暖
冬
の
影
響
か
、
開
花
ま
で
時
間
が
掛
か
る

よ
う
で
、
当
日
は
ま
だ
一
分
咲
き
と
い
う
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
天
候
も
良
く
、
穏
や
か
な
春
を
満
喫

 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

み
ん
な
で
食
べ
る
お
弁
当
も 

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

 

 

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま 

し
た
。

 

四
月
一
日
、
年
度
始
業
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
新
し

い
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

所
属
証
が
交
付
さ
れ
、
各
班

に
分
か
れ
て
新
年
度
の
抱
負

な
ど
話
し
合
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
で
力
を
合
わ
せ
色
々
な

作
業
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

 

今
年
度
の
自
治
会
役
員

が
総
会
で
話
し
合
わ
れ
、

決
定
し
ま
し
た
。
一
年

間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

 

し
ま
す
。

 

会
長 

 
片
山
秋
雄 

 
 

副
会
長 

濱
田
友
恵 

 
 

会
計 

 

田
中
良
行 

 
 

 

〃 
 

山
本
優
斗 

 
 

 

書
記 

 

兒
島
百
合
恵 

 



 

                       

 
 

三
月
、
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
三
十

一
年
度
事
業
計
画
及
び
そ
れ
に
と
も
な
う
収
支
予
算
等
を
審
議

し
て
い
た
だ
き
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

 

今
年
度
の
役
員
等
は
次
の
方
々
で
す
。 

 
 

理
事
長 

宮 

下 
 

明 

雄 
 

 
 
 
 

理 

事 

榎 

園 
 

 

隆  
 

 
 
 

 
 

  
 

 
 

 

々 
 

出 

水 
 

睦 

雄 
  

 

々 
 

 

今 

村 
 

圭 

介 
 
  

 

々 
 

矢 

野 
 

ミ 

ツ 
 
  

 

々 
 

井 

上 
 

厚 

志 
 

（
業
務
執
行
理
事
・
施
設
長
） 

 
 

監 

事  

滝 

本 
 

俊 

治 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
   

 
 
 
 
 
  

々 
 

川 

中 

至
十
真 

 
 
 
 

 
 

評
議
員 

桑 

田 

俊 

彦 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

々 
 

東 

山  

義 

夫 
 

々 
 

堂 

前  

栄 

二 
 

々 
 

郷 
 
 

 

博 

昭 
 

 
 

 
  
 
 
 
 
 

々 
 

徳 

田 
 

克 

郎 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

々 
 

伊 

尻  

幸 

雄 
 

々 
 

宮 

川  

元 

子 
 

 

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員 

 

濱 

島 
 
 
 

巌
（
外
部
委
員
）  

 
 

 
 

々 
 

 
 

 
 

 
 

川 

中 

至
十
真
（
監
事
） 

 
 
 
  
 
 
 
 
  
 

 
 

 
 

々 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

川 

﨑 
 

洋 

一
（
事
務
局
） 

 
 

 

苦
情
解
決
制
度
第
三
者
委
員 

大 

原 
 

郁 

雄

 

 
 

 
 

々 
 

 
 

 
 

 
 

東 

山 
 

義 

夫

 

 
 

 
 

々 
 

 
 

 
 

 
 

伊 

尻 
 

幸 

雄

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

 

③ 

 
 

三
月
二
日
、
利
用
者
、
御
家
族
、
職

員
が
一
同
に
会
し
、
三
者
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。
全
体
会
で
は
、
運
営
の
状
況
説

明
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
説
明
を
し
、
そ
の
後
は
作

業
班
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
日
々

疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
施
設
に
対
す

る
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
皆
で
話
し

合
い
ま
し
た
。 

 

出
水
消
防
署
の
指

導
の
下
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
通

報
訓
練
や
消
火
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
安

心
、
安
全
に
暮
ら
す

た
め
に
と
て
も
大
切

な
訓
練
で
す
。
皆
さ

ん
、
真
剣
に
取
り
組

み
ま
し
た
。 

 
 



 

今
後
の
予
定

 

四
月 

い
ず
み
園
自
治
会
総
会 

 
 

 

虹
の
マ
ー
ケ
ッ
ト 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

虹
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
ご
く
ろ
う
さ
ま
会 

 
 

 

防
災
訓
練 

 

五
月 

鹿
児
島
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

 
 

六
月 

理
事
会
・
評
議
員
会 

交
通
教
室 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

♡

家
族
並
び
に
施
設
職
員
研
修
会
に
参
加
し
て

 

 
 

 
 

 

就
労
支
援
員 

竹 

内 

伸 

哉 

県
内
の
知
的
障
害
関
係
施
設
利
用
者
の
家
族

と
職
員
等
が
一
同
に
会
し
、
思
い
や
悩
み
、
要

望
等
を
意
見
交
換
す
る
と
と
も
に
外
部
講
師
の

講
演
に
よ
る
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

研
修
会
を
通
し
て
、
利
用
者
の
人
格
と
意
思

を
尊
重
し
て
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ

や
、
利
用
者
や
家
族
の
立
場
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
行
う
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

 

今
回
の
研
修
会
で
勉
強
し
た
こ
と
を
今
後
の

仕
事
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

あなたへ～お友達やご家族からのメッセージ～  

④ 

好きなことは

音楽を聴きな

がら一緒に歌

います！散歩

も仕事もがん

ばります。  

ドラえもん（特

にスネ夫）が好

きです。嵐の大

野君のファンで

す。ハンバーガ

ーが好きです。

編
集
後
記 

 
 

元
号
が
「
令
和
」
に
決
ま
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
の
予
想
は
ど
う
で
し
た
か
。
元
号
と
共
に
明
る

い
新
年
度
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。 

広
報
紙
「
あ
り
が
と
う
」
が
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
１
０
０
号
の
発
行
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
編
集
委
員
一
同
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
１
５
０
号
、
２
０
０

号
と
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

（
広
報
委
員
一
同
） 

いい香りのする

ものが好きで

す。子猫も好き

です。リップグ

ロスやチークな

どのコスメや、

メモ帳、かわい

いタオルを集め

ています。  

自分の宝物は

この前買った

ばかりの自転

車です！これ

からも大切に

使います。  


